
２０２４年９月幹事会議事録 

日 時 2024 年 9 月 12 日（木）17 時 00 分〜18 時 30分 

場 所 中央大学駿河台キャンパス 18 階 学員会議室 

出席者 ⾧田茂、鳥谷越剛、渡邉剛、佐藤達哉、竹内敬雄、佐藤元則、佐々木雅人、増元和也、佐熊英明、矢内正

弘、丸山瑞枝、市川理惠子、土井かずは、上松雄也、⾧尾行人、寺本健太、上笹貫統、糸屋龍、酒井健太郎、粉川

幸司、 （以上、幹事 20 名） 

委任状 千葉雅代、酒井めぐみ、石橋克哉、狩野秀一、丸山純平、島田和幸、石黒将郎、菊地博之、児玉尚人、中

根敏則、齋藤 剛文（会計監査） （以上、幹事 10 名） 

欠席者 久保武士、村上清和 （敬称略、順不同） 

総幹事数 32 名、出席幹事数 20 名、委任状 9 名によって 2024 年度 9 月臨時幹事会は有効に成立。 

 
 
議題    

1. 新入会員：  井上 均（S53・商） 

山口 友子（H10・法） 

山中 大樹（R6・総合政策） 
竹田 将基（H8・商）  
岡部 宥弥（R3・法） 
標 乃利佳（R6.経済）            
以上６名の入会を承認した。 退会者なし  現会員数４７６名   

 
２．納涼会 

開催日：９月２１日（土）１２：００～ 茗荷谷キャンパス見学  
１５：００より懇親会 ３９名の出席予定。 
会から６万円の補助につき承認した。 
 

３．賀詞交歓会 
開催日：１月１６日（木）＠駿河台キャンパス１９階グッド・ビュー・ダイニング（以下、「Ｇ.Ｖ.Ｄ」 
という） 
ゲスト 桂大和さん（落語家）公演料50,000円について承認した。 
一人あたり1000円の補助金につき承認した。 
 

４．研修委員会 
今年度の方針 
10月講演 中林昌人氏（賃貸経営研究会とのコラボ 建物維持についての講演） 
 

５．若手会 
１０月１７日（木） 田町のボーリング場にて懇親会を開催予定。 
ゲーム代+懇親会 8000円/人 うち補助１人2000円×30名 ６万円の補助を承認した。 
ボーリング同好会とのコラボも検討。 
 

６．連盟関係より 
連盟チャリティーゴルフ大会を10/23に開催する旨の報告があった。 
(10/28)小山武明さんの講演＋表彰式 「Ｇ.Ｖ.Ｄ」にて会費男性6500円 女性5500円で開催。 



 
７．連盟総会担当について 
  竹内 UREL 総会担当委員⾧より連盟総会にむけて幹事校として各校の担当２-３名選任し当日 

までに３．４回の打ち合わせを実施して準備を行う旨の報告があった。 
開催場所は港区産業振興センター2025年6月30日（月）開催予定となった。 

 白門会の担当は竹内委員長以下１８名。 
   

８．親睦委員会 
史跡めぐり同好会 代表世話人の死去に伴い後継者不在であったが竹内敬雄氏が立候補により承継 

した。 

 

９．第33回ホームカミングデー(10/27)について 
９月１７日１７：３０よりオンラインで参加支部の説明会の聴講には長田代表幹事が参加することとな

った。協賛金拠出の50,000円について承認した。 
 

10．学員会支部年間活動報告と支援金申請について 
増元幹事より学員会への届け出により１０万円の活動支援金が得られる旨の報告があった。 
申請に関して支援金の要件など今後共有する必要がある旨報告があった。 
 

11．30周年記念式典の進捗状況 
須藤実行委員長より以下のとおり30周年記念式典の進捗状況の報告があった。 
日程：11月14日（木） 場所：ハイアットリージェンシー新宿 
講演会＋式典＋懇親会の構成で現時点での参加者は４４名だが計１２０名の参加を呼び掛ける予定。 
来賓：すしざんまい木村社長 講演会：田崎史郎氏（政治評論家）司会：片岡聖子氏 
新聞学会 会報誌発行で協力 広告枠空きあり  
ソングリーディング部を招待（予定） 

   大学への寄付金総額300,000円の確認を行った。 
 
12．通信費予算について 

名簿の送付に利用していたクロネコメール便廃止に伴い、代わりにレターパックライト（青）に変更し、予

算が増額となることにつき承認を得た。 
 

13．Urel会議室について 
渡辺副代表幹事よりURELで常設の事務局を開設する計画について報告があった。 
来月の大学不動産連盟理事会で大学の意向を回答する必要があり賛否を諮ったところ条件付きで 
賛成する旨の承認を得た。 
会議室を安価で利用できるなどメリットもあるが、セキュリティーカードが少ない、誰が管理するの 
か運用の課題につき未確定箇所が多く、運用上の不具合がないか確認のうえ賛成する。 
 

14．入会申込書フォームの新規作成について 
渡辺副代表幹事より現行の入会申込フォームを改善するにあたり幹事会メンバー全員からの意見を 
いただきたいとの要請があった。 
例）入会申込書に誓約文を記載。 推薦人がいないときの対処法の記載。 

 各自渡辺副代表にメールを入れることとなった。 
 
15.宅建士会 

糸屋宅建士部会長より以下のとおり宅建士会の報告があった 
７月１７日開催分 情報交換会１３名 懇親会９名の参加  懇親会補助金9,000円 
８月２１日開催分 情報交換会２０名 懇親会１７名の参加 懇親会補助金17,000円 
成約寄付４万円（１件） 

 
 2024年9月13日 議事録作成者  粉川幸司 


